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E Marginal Way Sの舗装と安全性向上に向けて

プロジェクト情報・お問い合わせ
パブリック・エンゲージメント・リード、リサ・ハリソン（Lisa Harrison）
ウェブページ：seattle.gov/transportation/EMarginalPavingandSafety
Eメール：emarginalpavingandsafety@seattle.gov | 206-775-8719 

プロジェクト概要
現在、East Marginal Way Sの改良工事（1st Ave S～シア
トル/タクウィラ市境の区間）の準備を進めています。本
プロジェクトでは、道路の舗装更新を行うとともに、歩行
者・自転車・バス利用者の安全性を向上させる工事を行
ないます。これらの改良により、ジョージタウン、サウス
パーク、デルリッジ、ハイランドパークなどの地区間をよ
り安全に移動できるようになります。また、タクウィラ、ダ
ウンタウン、ウエストシアトル間の自転車ネットワークの
接続性も向上させます。本プロジェクトでは主に以下の
実現を目指しています：

•	 道路の舗装を更新し、道路の耐用年数を10～20年
延ばす

•	 貨物輸送の運行を継続しながら、人と物資の移動
も確保する

•	 自転車ネットワークの接続性を向上させ、自転車利
用者と自動車を分離する

•	 歩行者および車いす等利用者の安全性と接続性を
向上させる

•	 公共交通のニーズに対応し、 サービスを改善する

プロジェクトの背景
本プロジェクトの計画段階において、ジョージタウン交
通状況調査（Georgetown Mobility Study）、シアトル市
交通計画（Seattle Transportation Plan）、ドゥワミッシ
ュ・ヴァレー行動計画（Duwamish Valley Action Plan）
など、過去の計画策定の取り組みから得られた提言を
検討しました。地域からは、E Marginal Way Sの横断の
安全性向上、自動車と分離された自転車道の整備、他の
自転車道との接続強化が求められています。本プロジェ
クトでは、回廊（コリドー）において、車両の右左折時の
減速を図るとともに、自動車・トラック・バスと歩行者・自
転車利用者・車いす等利用者を分離することで、衝突リ
スクを低減する安全性向上策を提案しています。

プロジェクトのスケジュール
2024年夏：計画策定
2025年夏～2026年初め：設計
2027年初め：工事

予算
本プロジェクトは、シアトル市交通局（SDOT）の幹線道
路アスファルト・コンクリート舗装プログラム（Arterial 
Asphalt and Concrete Paving Program）の一環で
す。シアトル市の道路舗装プロジェクトの設計・建設
作業は、2024年に有権者が承認したシアトル市交通
税（Seattle Transportation Levy）が資金源となって
います。本プロジェクトは連邦保全助成金（Federal 
Preservation Grant）を獲得しています。歩行者・自転車共
用道（Shared Use Path）や分離型自転車道、ビジョン・ゼ
ロ対策、歩道補修、公共交通の改善については、追加のパ
ートナーシップ資金が活用されます。

QRコードをスキャンするか、次のURLをご覧ください：
seattle.gov/transportation/EMarginalPavingandSafety
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https://www.seattle.gov/transportation/projects-and-programs/programs/transportation-planning/georgetown-mobility-study
https://www.seattle.gov/transportation/projects-and-programs/programs/transportation-planning/georgetown-mobility-study
https://www.seattle.gov/transportation/about-us/seattle-transportation-plan
https://www.seattle.gov/transportation/about-us/seattle-transportation-plan
https://www.seattle.gov/environment/climate-change/climate-justice/duwamish-valley-program/duwamish-valley-action-plan
https://www.seattle.gov/environment/climate-change/climate-justice/duwamish-valley-program/duwamish-valley-action-plan


今後の予定
今後2年間の設計・工事期間を通じて、引き続き情報
をお知らせします。詳細については、プロジェクトのウ
ェブページをご覧いただき、登録すると、Eメールで最
新情報を受け取ることができます！ご不明な点があれ
ば、emarginalpavingandsafety@seattle.govまでEメー
ルにてお問い合わせください。

プロジェクトによる改善内容
貨物輸送および自動車交通
これらの改良は、道路の寿命化を図るとともに、交通の円
滑化を図り、道路利用者間の衝突リスクを低減します：

•	 道路の再舗装
•	 貨物輸送機能の維持
•	 信号機と交通センサーの更新
•	 右左折専用の信号フェーズの追加
•	 雨水排水設備の改善

安全対策
これらのビジョン・ゼロに基づく改善は、特にジョージタ
ウンの住宅地周辺において、安全な走行速度を促し、車
両の右左折時の減速を図ります：

•	 E Marginal Way Sから4th Ave Sへの右折導流路の
設計を改める

•	 脇道の強化センターラインおよびカーブバルブを
設置する

•	 4th Ave SとEllis Ave S間の南行き車線を現在の2
車線から1車線に変更する

自転車
これらの改良は、自転車ネットワークを拡充し、気候目
標の達成を支援するとともに、自転車利用者と自動車を
分離して安全性を高めます：

•	 S River StからCorson Ave Sの区間の道路の北側
に、コンクリートで分離された双方向の自転車道を
建設する

•	 16th Ave Sからシアトル／タクウィラ市境までの区
間に、方向別に分離された自転車道を建設する

•	 S River Stに、双方向信号付きの自転車横断帯を設
置する

歩行、車いす等での移動、公共交通の利用
これらの変更により、車を運転しない人々にとって、地域
内の移動がより安全で、より容易かつ快適になります：

•	 Corson Ave Sから現終点のEllis Ave S付近までの
区間北側に、歩行者・自転車共用道（Shared Use 
Path）を建設する

•	 歩道の改良と最新の縁石スロープ設置により、アメ
リカ障害者法（ADA）　の基準を満たすようにする

•	 音声・視覚・振動情報を提供するアクセシブル歩行
者信号機を設置する

•	 S Webster Stの南行きバス停に、バスバルブ（歩道
張り出し型バス停留所）、バス停シェルターおよび
照明を設置する

•	 Ellis Ave Sの北行きバス停に、バス停シェルターを
設置する

•	 新たに樹木と植栽を整備する

舗装の更新に加え、E Marginal Way S/4th Ave S/S River St交差点の最終設計に基づく改良を実施する。
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ドライブウェイの新設

縁石スロープの新設

縁石の拡張

南行き1車線 樹木と植栽の新設

歩道とカーブバル
ブの新設

自転車横断帯
の新設


